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　小単元の導入では，姫路市南部の姫路港から北側を撮影した航空写真を見せ，概観する。姫路城を中心にした平野部や北部に広がる山間部，河川の存在や港に広がる工場の様子や校区の位置など気づいたことだけでなく，大単元導入で見つけた場所の様子なども想起させて話し合わせ，疑問をまとめて学習問題を設定する。

　そして，学習問題について予想しながら学習の計画を立て，意欲的な追究へとつなげていく。

　「学校のまわり」の学習では，探検して分かったことを整理する際に，白地図をつくる活動を設定した。

　続けて，姫路駅から調べる範囲を広げるなかで，市役所をはじめとする公共施設や古い町並みが残るところの様子へ無理なくつながるように構成した。

　「川にそったところ」の学習では，上・中・下流で様子が違うことをとらえさせ，山間の自然，田畑や工場の集まりを具体的に調べさせるように構成した。

　最後に，作成した白地図のほか，土地利用図や衛星写真を活用して地図にまとめたり，ガイドマップをつくったりして学習問題について話し合わせる構成にした。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	１　学　期
	４　月
	大単元の導入　①
	・生活科での学習や生活経験，住所などを手がかりにし，わたしたちが住んでいるまちがどのようなところにあるかについて関心をもつことができる。
	【主体的】　生活科での学習や生活経験，住所などを手がかりにし，わたしたちが住んでいるまちがどのようなところにあるかについて関心をもっている。

	
	
	
	姫路市のようすを調べる　①
	・市の様子について話し合い，わたしたちの住むまちや市の様子について学習問題を立て，調べる計画を立てることができる。
	【主体的】　予想を話し合い，わたしたちの住むまちや市の様子について学習問題を立て，調べる計画を立てようとしている。

	
	
	
	学校のまわり～たんけんの計画を立てる～　①
	・学校のまわりの様子を詳しく調べるために，調べたいことや調べる方法を明確にし，探検の計画を立てることができる。
	【知・技】　学校のまわりの様子を詳しく調べるために，調べたいことや調べる方法を明確にし，探検の計画を立てている。

	
	
	
	学校のまわり～たんけん～　②
	・学校のまわりの様子を調べるためにまち探検に出かけ，観察したりインタビューしたりして気づいたことやもっと知りたいことを発見カードにまとめることができる。
	【思・判・表】　まち探検に出かけ，観察したりインタビューしたりして気づいたことを発見カードにまとめている。

	
	
	５　月
	学校のまわり～調べたことを整理する～　②
	・学校のまわりの様子について，前時に作成した発見カードをもとに白地図にまとめ，教師が作成した地図を見て，地図記号や方位を使うことのよさを理解することができる。
	【知・技】　学校のまわりの様子について，前時に作成した発見カードをもとに白地図にまとめ，教師が作成した地図と白地図を比べ，地図記号や方位を使うことのよさを理解している。

	
	
	
	姫路駅のまわり～人びとのにぎわい～　①
	・駅や姫路城周辺の写真などから，観光や買い物客で賑わう様子や整備が進む様子，ビルが建ち並ぶ様子などを読み取り，人々が買い物，観光，仕事などで集まっていることを理解することができる。
	【知・技】　整備が進んだ姫路駅周辺や姫路城周辺の様子を読み取り，人々が買い物や観光，仕事などで集まっていることを理解している。

	
	
	
	姫路駅のまわり～姫路駅と人びとのつながり～　①
	・駅周辺の地図や交通図，駅の改札やバスターミナルなどの写真から，人が多く集まるところと交通の関係を読み取り，交通の便のよさにより多くの人が集まることを理解することができる。
	【知・技】　姫路駅周辺に人々が集まるのは，周辺の施設の充実だけでなく，交通の便と関係が深いことをとらえ，そのよさにより多くの人が集まることを理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥都道府県内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役所など主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などをもとに，身近な地域や市区町村の様子について理解できるようにするとともに，観察・調査して必要な情報を集めたり，地図などの資料から読み取ったり，地図記号を使って白地図などにまとめたりする技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥都道府県内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役所など主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目して，身近な地域や市の様子をとらえ，場所による違いを考え，表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥学習問題の解決に向けて意欲的に追究するとともに，これまでの学習を振り返り，地域社会についての理解を踏まえて，市区町村に対する誇りと愛情を養うようにする。
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【知・技】　地図や写真，手紙などを手がかりに，市役所など主な公共施設の位置や働きについて理解している。
	


【知・技】　写真や地図，観光案内所の人の話などを手がかりに，市に古くから残る建造物や伝統的な町並みの位置や広がり，町名のいわれなどについて，理解している。
	


【知・技】　市の地理的環境について，川の上流・中流・下流の地域を地図や写真資料をもとに比べることで，地形や土地利用の様子をとらえ，場所による違いを理解している。
	


【思・判・表】　自然が豊かで田や畑が多いところを調べ，土地利用の様子を人々の生活と関連づけて考えている。
	


【思・判・表】　下流付近の様子について，工場が多い理由を「お父さんの話」をもとに調べ，土地利用の様子が地形条件や社会条件と関わりがあることを考えている。
	


【思・判・表】　土地利用図や航空写真などの資料から，場所によって違いがあることを理解し，白地図を色分けしたり，地図記号を使ってまとめたりしている。
	


【思・判・表】　これまでに学習したことをガイドマップにまとめ，市の場所による違いを話し合うことにより，住んでいる市の様子を表現している。
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　小単元の導入では，身近な食品であるかまぼこについての疑問を出し合い，見学に行って調べたいという意欲をもたせた後，学習問題について追究していく。

　まず，かまぼこがどのような場所でつくられているのか，どのようにしてつくられているのか，働いている人々はどのような様子なのかといった疑問を整理し，見学の計画を立てる。さらに，工場でインタビューする内容も考え，整理してから見学をおこなう。

　工場の見学では，原料が工場に届いてから様々な工程を経て製品が完成する様子や，機械を使って多くの製品をつくっている様子を見学する。さらに，工場で働く人々がどのようなことに気をつけてかまぼこづくりをしているのかを見学やインタビューなどで調べていき，安心・安全に配慮していることや，新しい製品を開発するために努力していることなどに気づかせる。次に，原料が魚であるかまぼこ工場が，なぜ山の中にあるのか疑問をもち，調べていく。その際，これまでの立地を調べていくと共に，山の中に工場がある理由を原料の輸送，市の地形や交通の様子と合わせて考える。さらに，製品がどのようにして消費者に届くのかを調べ，白地図にまとめる。最後に，学習問題について自分の考えをまとめ，話し合う。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	１　学　期
	６　月
	大単元の導入　②
	・市内にある主な工場と農作物の産地が分かる地図や，工場の様子や農作物の写真をもとに，自分たちの市ではどんなものがつくられているのかを話し合い，生産されている製品に関心をもつことができる。
	【主体的】　工場や農作物に関する写真や地図をもとにした話し合いを通して，自分たちの市でつくられている製品に関心をもっている。

	
	
	
	かまぼこ工場を調べる　①
	・写真を見たり普段の生活を振り返ったりしながら，かまぼこについて話し合うことを通して，かまぼこが身近な食材であることに気づき，かまぼこ工場の見学の計画を立てることができる。
	【思・判・表】　身近な食材であるかまぼこについて，その製造工程を見学する際の計画を立てている。

	
	
	７　月
	かまぼこができるまで　②
	・かまぼこ工場の見学や工場で働く人へのインタビュー，パンフレットをもとにして，かまぼこができるまでの工程を理解することができる。
	【知・技】　かまぼこ工場を見学して分かったことやインタビュー，工場見学の際にもらったパンフレットをもとにして，かまぼこができるまでの工程を理解している。

	
	
	
	はたらく人のようす　①
	・安全でおいしいかまぼこづくりをおこなっているかまぼこ工場や，そこで働いている人々の様子について，見学ノートをもとに話し合い，考えを深めることができる。
	【思・判・表】　安全でおいしいかまぼこづくりをおこなっているかまぼこ工場や，そこで働く人々の様子について考え，話し合っている。

	
	
	
	山の中のかまぼこ工場　①
	・工場の立地を調べる活動を通して，海の近くから山の中へ移ってきたことを，かまぼこの原料や運び方，自分たちの市の地形や交通の様子に着目して考えることができる。
	【思・判・表】　かまぼこ工場が，広い土地ときれいな水を求め，高速道路にも近い現在の場所へ移ってきたことを，原料や運び方，市の地形や交通の様子と関連づけて考えている。
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　知識・技能に関する目標‥‥地域に見られる仕事について，生産の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもっておこなわれていることを理解できるようにするとともに，見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥仕事の種類や産地の分布，仕事の工程などに着目して，生産に携わっている人々の仕事の様子をとらえ，生産の仕事の様子と地域の人々の生活を結びつけて，地域に見られる生産の仕事と人々の生活との関連を考え，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥地域に見られる生産の仕事について，学習の問題を主体的に解決しようとするとともに，学習成果をもとに生活の在り方や地域社会の発展について考え，地域社会に対する愛情や，地域社会の一員としての自覚を養うようにする。
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	前　期
	１　学　期
	５　月
	かまぼこはどこへ　②
	・かまぼこの出荷について調べたことを白地図にまとめ，わたしたちの市や他地域とのつながりを理解し，学習問題についての自分の考えをまとめることができる。
	【思・判・表】　かまぼこが消費者に届けられる行程を白地図に書き込むとともに，かまぼこづくりとわたしたちのくらしがつながっていることについて，自分の考えをまとめている。
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小単元の導入では，給食で地元野菜としてれんこんが使われていることから，市場で扱われる農作物の量を調べ，そこから学習問題をもち，追究していく。

　まず，れんこん畑で働く人や道具の写真，農事ごよみを見ながら話し合う。そこで出された，れんこんがどのような場所で作られているのか，働いている人はどんな様子で，どんな作業があるのかといった疑問を整理し，見学の計画を立てる。さらに，畑でインタビューする内容も考え，整理してから見学をおこなう。

　畑の見学では，作業している様子を見ながら分かったことをまとめ，インタビューすることで調べていく。畑では年間を通して様々な作業がおこなわれるので，見学時期以外作業は，写真や動画で紹介していただく。

　次に，なぜ大津区ではれんこん作りがさかんなのかということに疑問をもち，調べていく。その際，歴史的な見方だけでなく，市の地形やれんこんの特性を合わせて考えるようにする。さらに，製品がどのようにして消費者に届くのかを調べ，白地図にまとめる。

　最後に，学習問題について自分の考えをまとめ，話し合う構成となっている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	１　学　期
	６　月
	大単元の導入　②
	・市内にある主な工場と農作物の産地が分かる地図や，工場の様子や農作物の写真をもとに，自分たちの市ではどんなものがつくられているのかを話し合い，生産されている製品に関心をもつことができる。
	【主体的】　工場や農作物に関する写真や地図をもとにした話し合いを通して，自分たちの市でつくられている製品に関心をもっている。

	
	
	
	市でとれるれんこんを調べる　①
	・普段から食べているれんこんが市内で作られ，市の市場に多く入荷されていることを知り，れんこん作りに疑問をもち，学習問題をつくることができる。
	【主体的】　「姫路市内の市場に入荷した姫路市産の農作物のりょう」のグラフから，れんこんの生産に疑問をもち，学習計画を立てている。

	
	
	７　月
	れんこん作りの１年を調べる　①
	・農事ごよみかられんこん作りの作業過程を読み取り，疑問に思ったことを出し合い，「見て調べること」と「聞いて調べること」に整理し，見学の計画を立てることができる。
	【思・判・表】　農事ごよみを読み取り疑問に思ったことや感じたことをもとに，「見て調べること」と「聞いて調べること」に整理して見学の計画を立てている。

	
	
	
	れんこん畑を見学する　②
	・れんこん畑を見学したことをもとにれんこん作りの作業について順序よくまとめ，作業の目的や農家の人の工夫について考えることができる。
	【思・判・表】　農家の方がれんこんを作るためにおこなっている作業の目的や，農家の方の工夫や努力について，考えをもっている。

	
	
	
	れんこん作りのさかんな大津区　①
	・大津区でれんこん作りがさかんな理由を，地理的条件と歴史的背景を関連づけて理解することができる。
	【知・技】　大津区の土地がれんこん作りに適した自然環境にあり，昔の人が種れんこんを伝えたことにより，れんこん作りが始まったことを理解している。

	
	
	
	れんこんはどこへ　②
	・収穫されたれんこんが消費者に届くまでの行程を白地図に表してまとめ，れんこん作りの様子と地域の人々のくらしの関連性について説明したり，文章で記述したりできる。
	【思・判・表】　れんこんが消費者まで届けられる行程を白地図に書き込むとともに，れんこん作りとわたしたちのくらしがつながっていることを表現している。
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　知識・技能に関する目標‥‥地域に見られる仕事について，生産の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもっておこなわれていることを理解できるようにするとともに，見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥仕事の種類や産地の分布，仕事の工程などに着目して，生産に携わっている人々の仕事の様子をとらえ，生産の仕事の様子と地域の人々の生活を結びつけて，地域に見られる生産の仕事と人々の生活との関連を考え，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥地域に見られる生産の仕事について，学習の問題を主体的に解決しようとするとともに，学習成果をもとに生活の在り方や地域社会の発展について考え，地域社会に対する愛情や，地域社会の一員としての自覚を養うようにする。
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小単元導入では，子どもが知っている様々な店について紹介し合う活動をおこなう。その際，スーパーマーケットのほかに，コンビニエンスストアやショッピングモール，専門店などがあることを確認しておく。

　次に，家の人の買い物について調べ，買い物調べの表にまとめると，どの家庭でもスーパーマーケットで買い物をする頻度が高いことから，学習問題を設定する。そして，スーパーマーケットの店内の様子の資料から工夫についての予想を立て，陳列方法や価格，品質など明確な視点を定めて見学の計画を立てる。見学は，商品棚や各売り場，働く人，売り場の工夫だけでなく販売以外の工夫にも着目しておこなう。見学前に立てた予想をたしかめる機会として，インタビューをする活動も取り入れ，見学で調べたことは，見学カードにまとめる。さらに，スーパーマーケットで売っている品物について，白地図などにまとめるなかで，様々な産地から運ばれてくることが分かり，品物を通して国内外の他地域とつながっていることをとらえる。

　最後に，なぜ多くのお客がスーパーマーケットに買い物に来るのか話し合い，キャッチコピーをつくることで，お客の多様な願いを踏まえていることを学習する構成にしている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	２　学　期
	９　月
	知っている店をしょうかいし合う　①
	・生産の仕事の学習や日常生活における買い物の経験を話し合い，地域には様々な店があることや，身近な人の買い物調べに意欲をもつことができる。
	【主体的】　どの店でどんな品物を買うかについて疑問をもち，友だちと話し合いながら調べ方を考えようとしている。

	
	
	
	買い物をしている店を調べる　①
	・自分の家の人の買い物の仕方について調べた結果を，表にまとめ，特徴を読み取ることができる。
	【知・技】　買い物調べの結果を図にまとめ，家の人がどのような買い物をしているか特徴を読み取っている。

	
	
	
	スーパーマーケットのくふうを予想する　①
	・スーパーマーケットの絵から，店の様子を読み取り，なぜそのような様子になっているのかを考え，考えたことや疑問に思ったことを表現することができる。
	【思・判・表】　スーパーマーケットの絵から，店の様子を読み取り，店の工夫を予想したり，疑問を書いたりしている。

	
	
	
	見学の計画を立てる　①
	・生活経験やこれまでの学習をもとに，予想を立てたり，見学で調べたいことや調べ方を考えたりすることができる。
	【主体的】　どのような工夫をしているかに対する予想をもとに，何をどのように調べるかを具体的に考えている。


店内のようすを見て調べる　
	①
	・スーパーマーケットの売り場を見学して，多くの客を集めるためのスーパーマーケットの工夫についての情報を集めることができる。
	【知・技】　スーパーマーケットの売り場を見学して見つけたことや疑問に思ったことを，見学メモに書き，情報を集めている。


インタビューをして調べる

	　②
	・スーパーマーケットでの聞き取りから，店で働く人の工夫について理解するとともに，店で働く人の工夫についての必要な情報を集めることができる。
	【知・技】　スーパーマーケットでの聞き取りから，店で働く人の工夫について理解するとともに，店で働く人の工夫についての必要な情報を集めている。


そのほかのくふうを調べる　
	①
	・スーパーマーケットでの見学や聞き取りを通して，品物を売る以外の店の取り組みや工夫について理解することができる。
	【知・技】　スーパーマーケットでの見学や聞き取りを通して，品物を売る以外の店の取り組みや工夫について理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高めるよう，工夫しておこなわれていることを理解できるようにするとともに，見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめる技術を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥消費者の願い，販売の仕方，他地域や外国との関わりなどに着目して，販売に携わっている人々の仕事の様子をとらえ，それらの仕事に見られる工夫を考え，表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥地域に見られる販売の仕事の工夫について，学習問題などの解決に向けて意欲的に追究することを通して，地域社会の一員としての自覚を養うようにする。
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	後　期
	２　学　期
	10
　
月
	品物の産地を調べよう　①
	・スーパーマーケットで売られている品物の産地について調べ，白地図に分かりやすく工夫してまとめることができる。
	【知・技】　スーパーマーケットで売られている品物の産地について調べ，白地図に工夫してまとめている。

	
	
	
	スーパーマーケットのよさを話し合う　①
	・たくさんのお客さんが買い物に来る理由とスーパーマーケットで働く人の工夫とを関連づけて考えることができる。
	【思・判・表】　たくさんのお客さんが買い物に来る理由とスーパーマーケットで働く人の工夫とを関連づけて考えている。


キャッチコピーをつくろう

	②
	・今まで学習してきたことをキャッチコピーにまとめ，話し合うことにより，消費者であるのわたしたちの願いやほかの都道府県や外国とのつながりを大切にするためのスーパーマーケットの工夫について考えることができる。
	【思・判・表】　今まで学習してきたことをもとに，消費者のわたしたちの願いや都道府県や外国とのつながりを大切にするためのスーパーマーケットの工夫について考え表現している。
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火事や交通事故などの写真を見て，火事や交通事故から人々の安全を守る消防署や警察署，地域の人々の働きについて関心をもち，身近にある危険なことや場所をまとめ，学習計画を立て，単元の見通しをもたせたい。

　「火事から人びとを守るために」では，消防署見学において，消防署では少しでも早く出動するための取り組みや仕組みの工夫や努力，普段の取り組み，火事の予防や発生時の備えなどを理解させ，自分たちの学校や地域の消防設備を調べていく。そのなかで，消防団の存在を知り，その活動の様子を調べる。

　「交通事故や事件をふせぐために」では，身近に起こった交通事故の写真やグラフから，交通事故を減らす取り組みを調べる見通しをもち，警察署や地域の交番について調べ，地域の安全を守る関係諸機関の働きや人々の工夫や努力，法やきまりを考える。

　市の安全マップづくりの取り組みから「さらに考えたい問題」を立て，地域の安全なくらしを守るために自分たちは何ができるか話し合う。最後に，自分たちがつくった安全マップを発表会し，「さらに考えたい問題」について自分の考えをノートにまとめる。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	２　学　期
	10
　
月
	大単元の導入　①
	・火事や交通事故，消火訓練などの写真を調べ，人々の安全を守る消防署や警察署，地域の人々の働きに関心をもち，「きけんカード」に身近にある危険なことや場所を表現することができる。
	【主体的】　火事や交通事故，消火訓練や避難訓練等の写真を見て，地域の人々の安全なくらしを守る諸活動について関心をもっている。

	
	
	
	通学路であぶないところ　①
	・家の近くや登下校などで危険だと感じたことを紹介し，地域で安全を守るためにおこなわれている取り組みについて疑問を話し合い，学習問題を考え，学習計画をつくり，学習の見通しをもつことができる。
	【主体的】　消防署や警察署，地域の人々の安全なくらしを守る諸活動について関心をもち，学習問題を考え，学習計画をつくり，本単元の学習の見通しをもとうとしている。


火事から人びとを守るために
	わたしたちの市の火事を調べる　①
	・火事による人の被害や件数，原因などについて話し合い，消防署の仕組みや働く人々に関心をもち，「見学カード」に調べたいことなどをまとめることができる。
	【思・判・表】　消防隊員だけでなく様々な機関が協力して消火活動に当たっている様子をとらえている。


火事から人びとを守るために
消ぼうしょへ見学に行こう

	　②
	・消防署を見学し，火事に素早く対応するための消防署の施設や設備の工夫，働く人々の仕事や働きを見つけ調べることができる。
	【思・判・表】　見学や聞き取りをおこない，消防署の施設や設備の工夫，働く人々の仕事や働きを見つけ，見学カードやノートにまとめている。


火事から人びとを守るために
	119番のしくみを調べよう　①
	・119番通報の仕組みを調べ，火事に素早く対応できる通信指令室の役割や関係機関との協力体制について考えることができる。
	【思・判・表】　119番の仕組みを調べることを通して，消防本部の通信指令室の役割や関係諸機関との連携・協力体制について考え，表現している。


火事から人びとを守るために
	消ぼう隊員の仕事　①
	・消防署で働く人々が日ごろから防災のためにおこなっている工夫や努力について考え，適切に判断し，表現することができる。
	【思・判・表】　消防署で働く人々が日ごろから防火・防災のためにおこなっている様々な仕事やその一つ一つの目的，仕事への思いを考え，表現している。


火事から人びとを守るために学校を火事から守るために　
	①
	・学校の消防設備を調べ，その配置図をもとに話し合うことから，学校には消防設備が整備されていることを理解することができる。
	【知・技】　学校における火事に備えるための設備について調べ，白地図にまとめるとともに，その配置図からどのような備えがあるのかを読み取っている。
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　知識・技能に関する目標‥‥地域の人々の安全を守るために消防署や警察署で働く人々や関係諸機関が，地域の人々と協力して災害の防止に努めていること，相互に連携して緊急に対処する体制をとっていることを，見学や統計資料などの活用を図り，理解できるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥施設・設備の配置，緊急時への備えや対応に着目して，地域の人々の安全を守る消防署，警察署などの関連機関や地域の人々の諸活動をとらえ，相互の関連やそこで従事する人々の働きを考える力，調べたことを考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥火事や交通事故などに備えて，地域の安全は互いに協力したり，ともに助け合ったりして守ること，自分も地域社会の一員として自分の安全は自分で守ることが大切であるという自覚を育てるようにする。
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	後　期
	２　学　期
	11　月
	火事から人びとを守るために
地いきの消ぼうせつびと消ぼうだん　①
	・地域の消防設備や消防団の働きを調べ，地域を守ろうとしている消防団の人々の思いを考えることができる。
	【知・技】　消防設備の配置の地図から気づいた工夫を読み取っている。


	身近な交通事故　①
	・実際に見た交通事故の体験談や資料から交通事故に関心をもち，身近で起こっている交通事故の傾向を調べ，交通事故をなくすために関わっている人々や機関の様子について調べる見通しをもつことができる。
	【主体的】　資料や話し合いから，身近で起こっている交通事故をなくすために働いている人々に関心をもち，安全なまちにするための働きや仕組みを調べる見通しをもっている。

	
	
	
	交通事故や事件をふせぐために
交通事故がおきたら　①
	・交通事故が起きたときの緊急に対応する仕組みや人々の働きと，交通事故をなくすための人々の取り組みについて理解することができる。
	【思・判・表】　警察署の働きや交通事故をなくすために働いている人々の様子を理解し，安全なまちづくりへ向けた働きが身近にあることに気づいている。


	地いきで見かけるけいさつしょの人の仕事　①
	・交番に勤める人の１日の仕事を調べ，警察署の人たちが人々の安全なくらしを守るために様々な仕事をしていることを理解することができる。
	【思・判・表】　警察署の人の仕事は，交通事故への対応だけでなく，広く地域住民のくらしの安心・安全を支えていることを調べた事象から考えている。


地いきの人びととともに／市で取り組んでいること　

	①　
	・警察署の人や市役所の人と住民が一緒におこなっている様々な活動を調べ，みんなが協力して安全なまちづくりをしていく大切さを考えることができる。
	【思・判・表】　調べたこと，聞き取ったことの事実をつかむとともに，その目的や人々の思い，願いを考え，自分も地域住民の一人であることに気づいている。

	
	
	
	安全なくらしを守るために／安全マップづくり　②
	・安全なくらしを守るために，どうすればよいかを話し合い，子どもの交通事故や地域の安全なところと危ないところを調べ，安全マップをつくることができる。
	【思・判・表】　安全マップづくりに取り組み，自分も地域の安全を守ろうとする大切さを具体的に表現している。

	
	
	
	わたしたちにできること　①
	・地域の危険箇所を書き入れた安全マップを，他学年の人や地域の人を招き，安全マップの発表会をおこない，話し合うことを通して，安全なくらしについての「さらに考えたい問題」について，自分の考えをまとめることができる。
	【思・判・表】　安全マップづくりに取り組み，自分も地域の安全を守ろうとする大切さや自分の考えを表現している。


※本計画案は，消防署の仕事に重点を置いています。
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小単元の導入では，博物館で昔の道具や遊びの体験をしたり，学芸員の話を聞いたり，展示を見学したりして，市では交通の様子や人々のくらしが変わってきたことを知り，市の様子や人々のくらしについて問題意識をもち，学習問題をつくる。追究する時代区分を「舟が使われていたころ（およそ150年から100年前）」「鉄道が通ったころ（およそ130年から70年前）」「高速道路ができたころ（およそ50年前）」「今」の四つとして，調べる計画を立ててからそれぞれの時期の市の交通や公共施設の整備，土地利用や人口，生活の道具など，市や人々の生活の様子を調べる。その後，調べたことをカードにまとめ，それを使って年表をつくりながら，市や人々の生活の様子について，これまでの学習を振り返り，学習問題について自分の考えを話し合うとともに，「さらに考えたい問題」をつくる。

　最後に，市が将来どのようになってほしいか，そのためには，市民としてどのように行動していけばよいかなど，市の将来について考えたり話し合ったりして，カードに「みらいプラン」をまとめる。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	３　学　期
	１　月
	大単元の導入　①
	・市の様子や人々のくらしについて，写真やグラフなどを調べ，昔と今では市の様子や人々のくらしが異なっていることに関心をもつことができる。
	【主体的】　川越市の様子について，写真やグラフを調べて，市の様子や人々のくらしが昔と今では異なっていることに関心をもっている。

	
	
	
	博物館の見学　②
	・川越市立博物館を見学して，学芸員の話を聞いたり体験活動をしたりして，昔の市の様子や人々のくらしに関心をもつことができる。
	【主体的】　博物館を見学して，昔の市の様子や人々のくらしに関心をもっている。

	
	
	
	昔の交通のようす　①
	・博物館を見学して，子どもたちから出てきた疑問を考えながら，学習問題をつくり，調べたいことや調べ方，まとめ方の学習計画を立てることができる。
	【思・判・表】　博物館を見学して，学習問題をつくり，学習計画を立てようとしている。


ふねが使われていたころ　

	①
	・今からおよそ150年前から100年前の舟が使われていたころの様子を，写真や地図などで調べることができる。
	【知・技】　舟を利用していたころの様子を，写真や地図などで調べている。

	
	
	
	ふねが使われていたころ〜大火事があったころ〜　①
	・今からおよそ130年前の大火事があったころの市の様子について，博物館の人の話や写真，地図などで調べることができる。
	【知・技】　大火事があったころの市の様子について，博物館の人の話や写真，地図などで調べている。

	
	
	２　月
	鉄道が通ったころ　①
	・川越市の今からおよそ130年前から70年前の鉄道が通ったころの様子を，写真や地図などで調べることができる。
	【知・技】　鉄道が通ったころの市の様子を，写真や地図などで調べている。

	
	
	
	鉄道が通ったころ〜人びとのくらし〜　①
	・川越市に鉄道が通ったころの人々とくらしについて，地図や絵などで調べることができる。
	【知・技】　鉄道が通ったころの人々とくらしについて，地図や絵などで調べている。

	
	
	
	高速道路ができたころ　①
	・市に高速道路ができたころのことを調べ，高速道路やバイパスや環状線ができたこと，自動車の数や人口も増え，現在の市役所が建てられたことについて理解することができる。
	【知・技】　市に高速道路ができたころ，バイパスや環状線ができたこと，自動車の数も増え，工業団地ができ人口も増えたことを理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥市の様子の移り変わりについて，市の人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理解できるようにするとともに，聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や人々の生活の様子をとらえ，それらの変化を考え，表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥市の様子の移り変わりについて，学習問題などの解決に向けて意欲的に追究するとともに，これまでの学習を振り返り，学習したことをたしかめることができるようにする。また，これからの市の発展について考えようとする態度を育てるようにする。
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	後　期
	３　学　期
	２　月
	高速道路ができたころ〜人びとのくらし〜　①
	・市に高速道路ができたころの人々のくらしの様子を調べ，道具の移り変わりとともに，人々の生活の様子も移り変わったことを理解し，表にまとめることができる。
	【思・判・表】　市に高速道路ができたころ，それまで使ってきた道具の様子も移り変わり，人々の生活も移り変わったことについて調べたことを図表にまとめている。

	
	
	
	川越市の今〜くらづくりの町なみを生かす〜　①
	・蔵造りの町並みの昔と今の様子を調べ，市や地域の人々が蔵造りの町並みをいかしたまちづくりをおこなっていることとその成果を理解することができる。
	【知・技】　地域の人々や市役所が蔵造りの町並みをいかして，まちを活性化させようとしたこととその成果を理解している。

	
	
	
	川越市の今〜交通のはったつ〜　①
	・現在の川越市や人々のくらしの様子について調べ，川越市は交通が発達していることや身のまわりに電化製品が増えたことでくらしが便利になったこと，これからは少子高齢化が市の課題であることを理解することができる。
	【知・技】　現在の川越市は交通が発達していることや身のまわりの道具に電化製品が増えたことでくらしが便利になったことを理解している。

	
	
	３　月
	年表にまとめる　②
	・市の移り変わりについて，これまで調べてきたことを年表にまとめる活動を通して，川越市や川越市の人々のくらしが，交通の発達や道具の変化などによって発展してきたことを考えることができる。
	【思・判・表】　交通の広がりや生活の道具の変化によって，現在の市の様子や人々の生活がどのように変化したのか考え表現している。

	
	
	
	市の取り組み　①
	・現在市がおこなっている取り組みを調べ，市が少子高齢化や人口減少の課題を踏まえ，市民のくらしの向上や川越市の発展のために様々な取り組みをしていることを理解することができる。
	【知・技】　市が課題を踏まえ，市民のくらしの向上や川越市の発展のために様々な取り組みをしていることを理解している。

	
	
	
	川越みらいプラン　①
	・自分たちの住んでいる市が抱える課題を解決しもっと住みやすい市になるためにどのようなことが必要なのかについて考え，住んでいる地域の一員として，自分たちにできることはないか話し合うことができる。
	【主体的】　これまで学習したことや「さらに考えたい問題」についての自分の考えとその変容，学習の進め方を振り返って話し合っている。
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